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BE THE INSPIRATION

　私はカラオケでマイクを持つとマイクを離さなくなる
性格です。何か話してくれと言われれば 1時間でも 3時
間でも話すことができる特技がございます ( 笑 )30 分で
話すのは短すぎますが今日はなんとかお伝えできればと
思っております。

　江戸期、その時代を生きた女性に関する史料は驚くほ
ど少ない。残る史料が少ない理由は、江戸期･封建社会が
今以上に男性社会だったこと、結婚した時点で○○の女
房として呼ばれていたので名前が出てこないことが理由
です。
平塚市内の江戸時代の資料は 20,000 点ある中でたまたま
であったのが、新土村の『すて』と寺田縄村の『この』
いう女性が登場する話が 2点だけありました。残ってい
る理由は様々な問題を起こしたからです。

　「すて」は縁あって横内村に嫁ぐがすぐに嫁ぎ先を飛び
出し、所々流浪し江戸その他藤沢あたりに夫といえる男
を 7･8 人もつくったそうです。天保 4 年に「すて」は
突然新土村に戻ってくるが、この年天保 4年は全国的に
飢饉が起こった年で、相模国内も 6月から異常気温続き
となり、8月は台風に見舞われ、疫病も大流行しました。

「すて」もこの疫病にかかり生活苦となり実家の新土に立
ち戻ったのです。

　実家に戻ると「すて」の疫病が家族にうつり兄夫婦と母
が病死する悲運がおこります。残された 2人の姪と 3人
で暮らすも極貧生活だったそうです。
そんな中、2人の姪のうち、年かさのある娘を浅草に売り
飛ばすといった所業に及びました。当時法外な働きをし
た罪となります。それだけでなく、勝手に姪の衣類や家
財道具も売り払っていたようです。
彼女の悪行が次々と明らかになる。それが原因で居たた
まれず村から再び出奔します。所々流浪を8年経った後、
老いた「すて」が戻る場所は実家しかなかった。
　
村役人のとりなしによって「詫び証文」を村に差し出し
無事帰村がかないました。様々な問題を起こした者で
あっても、罪を許し、再び村の住民に受け入れる江戸期
の村と人々が持つ寛容さは、現代社会と比べ大きく違う
のか、などと改めて考えさせられる機会を私たちに提供
しているのではないでしょうか。

　私の住むふじみ野地区も市内で 2番目に高齢者率が高
い地域です。65 歳以上の方が 50%を超えています。江
戸時代から学ぶことは多く、現代の社会地域のシステム
やコミュニティも歴史から多く学び考えていきたいです
ね。

新土村「おすて」のはなし
卓 話

本日の卓話者ご紹介

元米山奨学生の徐重仁様を囲んで記念撮影

元・平塚博物館館長
土井　浩様

元・平塚博物館館長
土井　浩様

76-77年米山奨学生の徐重仁様
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本日のスマイル
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卓話・行事予定

市内例会変更
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10月11日（木）
10月18日（木）

10月25日（木）

現在ございません。

→14日（日）地区大会へ移動例会
地区米山奨学・米山学友委員会　
                       委員長　澤田君雄様
                       副委員長　常盤卓嗣会員
平塚まちなか美術館　
　　　　 　実行委員長　北澤桃子様

卓話者ご紹介

◎先週お願い致しました平成30年北海道胆振(いぶり)東部
　震度への義捐金を今週も引き続きお願いいたします。
　皆様の温かいお気持ちをお願いいたします。

◎次週10月11日の例会は14日（日）の地区大会に移動例会
　となります。
　新世代交流会は9:30開会、本会議は11:30より受付開始で、
　何れも茅ヶ崎市民文化会館です。受付後の12時に集合
　写真を撮りますので、お集まりください。
　大懇親会は場所を変更して茅ヶ崎市総合体育館で17:15
　開宴となります。本会議では本日お越しの徐さんが15:00
　より記念講演をされます。

◎社会・国際奉仕セミナーが開催されます。
　　日時：2018年11月10日（土）　13:00～16:00
　　場所：アイクロス湘南　6F
　　清水会長エレクト、江藤社会奉仕委員長、
　　髙橋建二国際奉仕委員長が出席されます。
　
◎第5回インター・ローターアクト委員会
　地区IACアクターズミーティングが開催されます。

　　日時：2018年10月20日（土）　
　　　　　13:00～13:50　委員会
　　　　　14:00～16:50　アクターズミーティング　
　　場所：アイクロス湘南6階会議室
　　秋山会員が出席されます。

元・平塚博物館館長　土井　浩様

秋山　智、木村義広、清水雅広、常盤卓嗣会員

9月13日例会　柳川正人　会員
　還暦を迎える年がやってきました。おじいちゃんおめでと
　う。孫の祝いの言葉に複雑な思いで孫を抱き上げました。
　会員みなさまに感謝します。

9月27日例会　 清水　孝一　会員
　お祝いありがとうございます。男女が３８年間も同じ屋根
　の下で過ごしてきたのは奇跡的（あたりまえか）と思いま
　す。女房に心から感謝です。

9月のスマイル大賞

1976-77年米山奨学生、徐　重仁（ジョ　ジュウニン）様
Google（株）　　柳川　梓様（柳川正人会員お嬢様）
Google（株）         エマ・ペク様（梓様の同僚で他クラブで
       　　　　　   の元・米山奨学生）

平塚市博物館　元館長　土井浩様

1945 年　北海道生まれ
1970 年　明治大学大学院修士
　　　　  神奈川県史編纂を経て、大磯町教育委員会、
1974 年　平塚市博物館建設準備室に勤務。
　　　　  以来博物館に勤務し 2004 年に退職。

平塚市をはじめ、6市町自治体の歴史編纂に携わる他、
著作･論文多数。
徳川家康ゆかりの「中原御殿」にも詳しい

ゲストでいらしたエマ・ペク
様と柳川正人会員のお嬢様
の柳川梓様

まだまだお元気な94歳の
誕生祝いの小泉会員と
まだまだ若い51歳の高橋
建二会員。

委員会報告

・職業奉仕委員会　　高橋賢ニ委員長
　11/22(木)企業訪問は「日産座間事業所」です。白石会員に
　ご尽力戴きました。集合場所はNTT前です。お食事は厚木
　森の里のレストラン。当日は例会がありませんので、ご注意
　下さい。

・インターアクト委員会　　鈴木成一委員
　11/23(金)9:30~15:30、第28回インターアクト年次大会の
　お知らせです。今年は平塚RCと平塚南RCが提唱クラブで
　平塚学園がホスト校です。是非ご参加下さい。


